
★第３回定例会は９月３日(月)開会予定です。

一般会計 ６月補正額：5,654万円 予算総額：198億3,954万円
（対前年度同期 ＋3億3,629万円、＋1.7％）
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議
長
就
任
あ
い
さ
つ
・
定
例
会
会
期
日
程
な
ど

日 種 別 内 容

開 会

会議録署名議員の指名

12惜 本会議 会期の決定

市長提出議案等22件 ・ ・ ・一括上程

市長提出議案等の提案理由説明

14斥 本会議 議案等に対する質疑

15昔 本会議
議案等に対する質疑

議案の常任委員会付託

20戚 本会議 一般市政に対する質問

21斥 本会議 一般市政に対する質問

22昔 本会議 一般市政に対する質問

25席 休 会 常任委員会

26惜 休 会 常任委員会

27戚 休 会 正副委員長会

決議案、意見書案の上程

決議案、意見書案の提案理由説明

決議案、意見書案に対する質疑

常任委員会報告

29昔 本会議 常任委員会報告に対する質疑

議案の付議順序により討論、採決

特別委員会委員の選任

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙

閉 会

平成19年伊万里市議会第２回定例会
会 期 日 程

開議時刻 午前10時６月

議
案
質
疑

つ
る
・
か
め
敬
老
祝
商
品
券

長
寿
者
に
敬
意
を
表
す
る
こ

と
に
異
論
は
な
い
が
、
敬
老
祝
い
金

は
「
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
社
会
福

祉
の
重
点
化
、
効
率
化
は
避
け
ら
れ

ず
、
介
護
予
防
の
充
実
へ
向
け
て
の

施
策
展
開
の
た
め
に
」
と
い
う
理
由

で
３
月
議
会
に
廃
止
が
提
案
さ
れ
可

決
し
た
。
骨
格
予
算
で
の
肉
付
け
な

ら
と
も
か
く
、
政
策
的
な
新
予
算
が

６
月
補
正
で
提
案
さ
れ
る
の
は
問
題

で
あ
る
。「
朝
令
暮
改
」
で
あ
り
、
計

画
性
が
な
さ
す
ぎ
る
と
言
え
る
。

市
長

祝
い
金
と
し
て
お
金
を
配
布
す
る

こ
と
が
永
続
的
に
続
い
て
よ
い
も
の

か
ど
う
か
考
え
て
の
廃
止
だ
っ
た
。

条
例
可
決
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
お
聞
き
す
る
中
で
、
お
祝
い
の

気
持
ち
を
何
ら
か
の
形
で
示
す
こ
と

も
大
事
で
は
な
い
か
と
考
え
、
形
を

変
え
て
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
検

討
の
指
示
を
し
、
地
域
振
興
券
の
形

と
な
っ
た
。
今
回
は
、

市
内
の
み
で
使
え
る
商

品
券
で
あ
る
こ
と
が
敬

老
祝
い
金
と
は
大
き
く

違
う
。

質
問

答
弁

◎ 副 議 長 ：占野 秀男

◎ 議会選出監査委員：田中 啓三

◎ 全国市議会議長会永年勤続表彰

・勤続10年以上：

前田 教一議員、島田 布弘議員、

内山 泰宏議員、笠原 義久議員、

前田儀三郎議員、岡口重文前議員

議長就任あいさつ

議長就任は身に余る光栄です。公平、公

正をモットーに議会を運営し、執行部に対

するチェック機能を更なるものにしていき

たいと思います。財政はどこも厳しく、伊

万里市とて例外ではありません。工業用水

道建設など、一時的には脆弱な財政を圧迫

するでしょう。しかし、財政は豊かでなく

てもその健全性は当然求められます。また、

高度医療を市民に提供する公的病院建設の

問題も、しっかり議論し、主張すべきは主

張し、譲るべきは譲ってその実現に努力し

ます。市議全員で英知を結集し、市民の付

託に応えたいと思います。

議長 前 田 教 一

議会運営委員会 委員

◎盛 泰子 ○前田 久年 松永 孝三

松尾 博幸 船津 賢次 内山 泰宏

岩橋 紀行 田中 啓三 浜野 義則
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委員会に付託された条例議案６件、補正予

算議案１件について、慎重審査の結果、原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。

伊万里市くらしの安全条例については、市

民が安心して暮らすことができる地域社会を

実現するために制定。

報酬及び費用弁償条例については、国会議

員の選挙等の施行経費の基準に関する法律改

正に伴う改正。

議会等に出頭した選挙人等に対する実費弁

償条例の改正については、地方自治法の改正

に伴う条例改正。

議会議員その他、非常勤職員の公務災害補

償等に関する条例については、佐賀県市町総

合事務組合の設置に伴い条例改正。

又、市行政財産使用料の一部改正について

は、地方自治法の改正に伴う条例改正。

消防団条例の一部を改正については、佐賀

県市町総合事務組合の設置に伴い改正する必

要が生じそれぞれに審査をしたところである。

特にくらしの安全条例については、各委員

から多くの意見が出て、条例というものの重

みをどのように受け止めているのか、又、そ

の必要性について責任説明が不足しているこ

と、くらしの安全の確保を主目的としている

が、対象者が比較的子供達中心と言うことで、

バランスを欠き、高齢者や障害者等いわゆる

弱者への配慮が足りないとの指摘がなされた。

ただ、昨年度より行われている子供見守り隊

に関した一連の条例で、この理念を尊重し一

層の啓発に努めるよう要望したところである。

補正予算議案については、伊万里湾開発40

周年記念事業が計画されているが、市側の当

初、補正を合わせて200万円の予算に対して、

事業の民間企業への寄付依存度が高く現在の

社会情勢を考えると寄付要請は慎重にすべき

で、今後の検討課題であるとの指摘もなされ

た。又今回初めての試みで賦課徴収事業の一

環として、市は差し押さえ物品のインターネ

ット公売を実施しようとしているが、本来の

税徴収率のアップを図る為に、最大の努力を

惜しまぬよう申し入れました。

総務委員会
★所管 総務部、政策経営部、市民部（戸籍･住民登

録等）、会計課、消防本部、選挙管理委員会、
監査委員、他の委員会に所属しない事項

◎笠原 義久 ○樋渡 雅純
前田 教一 多久島 繁 松永 孝三
船津 賢次 前田 久年 下平 美代子ども見守り隊（波多津町）

総務委員会メンバー
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付託された補正予算2件について慎重審査

の結果､原案のとおり可決すべきものと決定し

ました。

民生費の予算で注目したのが､3月議会で社

会福祉や介護予防などに重点化したいという

理由で条例廃止となった敬老祝金に替えて

「つる・かめ敬老祝商品券」を交付したいとの

提案がなされたことです。

その内容は、一人あたり額面3千円の商品

券を、88歳（米寿）、90歳（卒寿）、99歳

（白寿）、100歳以上の方合わせて406人に敬

老会時に贈呈するものです。

提案に係る質疑応答では余りにも朝令暮改

の感じがするなどの指摘もあり､市側からは廃

止決定後の反響が大きく長寿者の落胆の声も

あるということで、その祝金に替わるものと

して皆さんに本当に喜ばれる案をいろいろ模

索したなかで、お祝いの気持と併せて地域振

興策にもつながることになる商品券の交付を

考慮したとの説明がありました。

委員会審査では、商品券交付実施要綱によ

り詳細の質疑を尽くしたうえで本予算を了承

しました。

なお、市民へお知らせする交付事務手続き

などについては、7月15日号の市役所だより

に掲載することになっています。

教育費関係の主なものは､市民図書館の駐車

場不足で利用者の方から解消策を求められて

いましたが、今回､元検察庁官舎跡地(Ｈ19・

1月購入)を不陸整地などの整備を行い19台の

駐車スペースを確保する工事費の提案があり

これを了承しました。

委員会としては、更に将来を見通した駐車

場の拡大にも留意してほしい旨の要望もしま

した。

その他所管事項の報告がありました。

市民部関係では､資源ごみ回収奨励事業におけ

る補助金交付の変更のことや日本脳炎予防接

種用ワクチン確保のことなどの説明をうけま

した。

また、教育委員会関係では国見台プールお

よび体育館について建築後相当の経年もあり、

改築の必要もあることなどの説明をうけまし

た。

企業会計の市民病院関係では､委員会構成が

変更となったことから､田中俊朗院長の出席も

要請して審議､報告を受けましたが、内容的に

は両市町の病院統合や医師確保にまで考えか

たを示され深い知識を得ました。

文教厚生委員会
★所管 市民部（保健・福祉・環境・人権同和）、

教育委員会、市民病院

◎岩橋 紀行 ○山増 秀明
占野 秀男 高木 久彦
島田 布弘 田中 啓三
福田 喜一 盛 泰子

敬老祝商品券

文教厚生委員会メンバー
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産業建設委員会
★所管 産業部、農業委員会、建設部、水道部

本委員会に付託された議案は、議案1件と

補正議案2件があり、慎重審査の結果、次の

要望を付し原案のとおり可決すべきものと決

定いたしました。

農地・水･環境保全向上対策事業について

は、今後関係団体及び地域との連携を強化し、

積極的に推進されることを要望する。

伊万里市第4工業用水道建設事業分担金徴

収条例制定については、総事業費150億円の

事業費の内、一日25,000トンの供給計画で

80％以上の利用する企業1社に応分のお願い

をしたのが、今回の条例制定の根拠であると

説明を受けた。㈱ＳＵＭＣＯからの30億円の

分担金で伊万里市の実質公債比率の軽減に成

った事に対して、議会からも敬意を表したい。

また、平成21年７月の供給開始へ向けて、

国・県への要望活動など最大限の努力を求め

る。

農地・水・環境保全向上対策事業について

は、本年伊万里市管内では47地区の申請申し

込みが有っているが、6月現在では25地区が

申請を行っており、今年8月末日が受け付け

最終日と考えているとの説明を受けた。

今後の対応については、予算の関係もあり

ますが、市内には161の集落があり、来年度

には多くの地域が参加できるよう努力してい

ただきたい。

「伊万里農業未来塾」新規就農者育成確保

推進事業については、非農家や定年退職者等

を対象に農業の基礎から実践までを学ぶ市民

を対象に佐賀県の「チャレンジ農業支援事業」

を活用し、事業に取組むとの説明を受けた。

約10名程度を考えているが関心がある方につ

いて年間10回くらいの勉強会や農家での実践

等を行い、将来は農業経営を目指すような塾

生が出来ればと考えているとの説明で有った

が、農地や農機具等の斡旋まで考えているの

かとの質問に対しては、いまの所は考えてい

ない。今後農業委員会などとも、協議してい

く考えである。

つぎに、商工業振興総務事業について説明

を受けた、北部九州に主要自動車メーカーの

工場が点在しているから、市内の企業が部品

製作等における新規参入の可能性を調査する

業務委託が予算化された。市内には、11の機

械金属工業社業者があり、地場産業の育成・

技術等を活かした手だてが出来ないものか、

情報・意見交換等を行い、協議していく。

◎前田儀三郎 ○渡邊 英洋
松尾 雅宏 松尾 博幸 草野 譲
堀 良夫 内山 泰宏 浜野 義則

第４工水貯水施設予定地（山代町・現貯木場）

産業建設委員会メンバー
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一
般
質
問
事
項

★H16年６月議会から、議会改革の一環として、一般質問のやり方を一問一答方式か総括方式かの選択制に
しています。持ち時間は60分です。

一 般 質 問 （質問順）

議員名 質 問 事 項 議員名 質 問 事 項

１．交通弱者である高齢者の移動手段の確
保について
(1)バス路線廃止地区等に対する行政の対
応

２．廃食油の活用について
(1)廃食油をバイオディーゼル燃料に
(2)公用車へのバイオディーゼル燃料の活
用

３．公共施設の浄化槽管理契約について

１．介護保険料の軽減制度を
２．小学校入学前までの子どもの医療費無
料化を
３．市長退職金について

１．くらしの安全について
(1)条例制定の必要性、具現化の施策につ
いて

(2)通学路等における夜間照明について
(3)防災計画における地域避難計画につい
て

(4)本市各種公園における管理運営の一元
化について

２．本市建設事業の発注・入札制度につい
て
(1)指名方針について
(2)国見中学校屋内運動場建築工事の入札
後の処理について

(3)今後の入札における事故防止対策につ
いて

１．国見中学校屋内運動場（体育館）建設
について
２．人事ＦＡ制度について

下平 美代

（一問一答）

船津 賢次

（総括）

１．市営公共施設の浄化槽管理業務契約に
ついて

２．下水道の整備等に伴う一般廃棄物処理
業等の合理化に関する特別措置法（合特
法）に基づく伊万里市の措置について

松永 孝三

（一問一答）

１．農地・水・環境保全向上対策について
２．品目横断的経営安定対策について

松尾 雅宏

（一問一答）

１．３つの公的病院の統合について
２．第４工業用水道事業について

草野 譲

（一問一答）

１．繁殖牛生産拡大支援事業について
(1)伊万里市高齢者等肉牛飼育モデル事業
の現状について

(2)素牛生産者に対しての市の取り組み状
況について

(3) 今後の繁殖雌牛増頭計画の取り組みに
ついて
２．消防行政について
(1)松浦市福島分署のその後の経過につい
て

(2)市内に大きな工場進出があるが今後の
対応について

(3)広域消防の協議について

前田儀三郎

（一問一答）

１．公民館の宿日直員制度廃止について
(1)廃止の理由
(2)住民への説明はどうされたのか
(3)非常時のサイレン吹鳴のシステムにつ
いて

(4)今後の計画について（各公民館廃止を
されるのか）

松尾 博幸

（一問一答）

１．視覚障がい者の情報バリアフリーにつ
いて
(1)カラーバリアフリー対応のその後
(2)「活字文書読み上げ装置」の導入
２．高齢社会下での交通手段について
(1)課題を探るアンケート調査
(2)新しい地域交通の研究
(3)移動手段確保への市の考え
３．新しい４つの財政指標について

樋渡 雅純

（一問一答）

堀 良夫

（一問一答）

浜野義則

（一問一答）

１．公立３病院の統合について
２．高校総体来客者への本市ＰＲについて

高木 久彦

（一問一答）

１．第４工業用水道事業によって生じる起
債の市財政に及ぼす影響について
２．町づくり三法の改正にともない、今後、
市の町づくり対策の基本的な考え方につ
いて

笠原 義久

（一問一答）

１．常設型住民投票条例について
２．頑張る地方応援プログラムについて
(1)市民活動サポートセンター
(2)コミュニティバス
３．公益通報者保護制度について
４．「家読」に関連して
(1)市民図書館の状況
(2)ぶっくんの状況
(3)ブックスタート

盛 泰子

（一問一答）
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一

般

質

問 ５
５
０
０
万
円
を
下
回
る
金

額
で
取
り
組
め
な
い
か
、
真

剣
に
検
討
し
実
現
に
む
け
て

努
力
す
る
。（
伊
達
市
＝
予

約
制
会
員
制
・
料
金
・
ブ
ロ

ッ
ク
別
）

①
廃
食
油
の
処
理
の
現

状
。

②
伊
万
里
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
の
趣
旨
に
そ
っ
て
学

校
給
食
廃
食
油
は
、
は
ち
が

め
プ
ラ
ン
に
。

③
公
用
車
を
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
で
。

市
民
部
長

各
家
庭
の
廃
食
油
は
85
％
、

一
般
ご
み
で
処
理
。
事
業
所
分

は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
理
。

教
育
部
長

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
市

内
業
者
に
有
価
物
と
し
て
売
却
。

市
長

市
公
用
車
ま
ず
一
台
で
も
使

用
で
き
る
準
備
に
は
い
り
た

い
。
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
廃

油
に
つ
い
て
は
時
間
を
頂
き
た

い
。（

一
問
同
種
質
問
あ
り
省
略
）

下
平

美
代

①
い
ま
り
ん
バ
ス
の
車

の
購
入
費
は
社
会
福
祉
協
議

会
の
社
会
福
祉
基
金
か
ら
で

あ
り
、
維
持
費
も
一
般
財
源

よ
り
の
支
出
。
周
辺
地
区
か

ら
は
不
公
平
と
の
声
も
あ

る
。

②
バ
ス
路
線
廃
止
地
区
。
バ
ス

の
便
の
少
な
い
地
域
に
対
す

る
交
通
手
段
の
確
保
に
つ
い

て
。
先
進
地
に
学
ぶ
取
り
組

み
を
。（
北
海
道
伊
達
市
を

紹
介
、
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
）

市
長
・
産
業
部
長

①
市
街
地
の
者
、
市
を
訪
れ
る

者
に
と
っ
て
は
便
利
だ
が
市

街
地
だ
け
で
不
公
平
と
の
声

も
承
知
し
て
い
る
。

②
周
辺
地
域
の
交
通
手
段
の
確

保
は
重
要
な
課
題
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
現
在
路
線
バ
ス

に
は
５
５
０
０
万
円
の
補
助

を
し
て
い
る
が
、
伊
達
市
の

例
な
ど
を
参
考
に
す
れ
ば
主

要
路
線
は
残
す
と
し
て
も
、

堀

良
夫

「
く
ら
し
の
安
全
条
例
」

が
提
案
さ
れ
た
が
、
そ
の
具
現

化
の
施
策
に
つ
い
て
。
市
民
病

院
か
ら
国
見
中
学
校
間
に
街
灯

が
な
く
、
生
徒
の
防
犯
対
策
が

心
配
さ
れ
る
。設
置
の
検
討
を
。

教
育
部
長

指
摘
の
箇
所
は
、
不
特
定
多

数
の
方
が
利
用
さ
れ
る
状
況
で

あ
り
、
庁
内
関
係
部
署
や
農
林

高
校
と
も
設
置
の
可
能
性
に
つ

い
て
協
議
し
た
い
。

談
合
防
止
の
た
め
、

国
・
県
が
指
名
競
争
入
札
制
度

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
が
、

市
の
対
応
は
。

政
策
経
営
部
長

県
内
10
市
で
構
成
す
る
「
入

札
･
契
約
制
度
検
討
部
会
」で
、

入
札
参
加
条
件
等
、
県
内
で
統

一
し
て
検
討
す
べ
き
項
目
の
検

討
に
着
手
し
て
お
り
、
合
わ
せ

答
弁

質
問

て
地
元
業
者
育
成
の
視
点
も
取

り
入
れ
公
正
な
競
争
の
方
策
を

検
討
中
。国

見
中
学
校
屋
内
運
動

場
建
築
工
事
の
入
札
後
の
処
理

に
つ
い
て
。

教
育
部
長

事
務
的
な
ミ
ス
に
よ
り
、
誤

っ
た
入
札
会
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
あ
り
、
関
係
者
に

大
変
ご
迷
惑
を
か
け
お
詫
び
申

し
上
げ
る
。
入
札
参
加
者
と
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
を

行
う
と
と
も
に
、
方
向
性
に
つ

い
て
法
的
な
こ
と
を
含
め
、
庁

内
で
も
協
議
中
で
あ
り
、
今
し

ば
ら
く
時
間
を
頂
き
た
い
。

今
後
の
入
札
に
お
け
る

事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て
。

政
策
経
営
部
長

庁
内
関
係
部
署
で
検
討
を
行

い
、
ミ
ス
を
な
く
す
た
め
の
チ

ェ
ッ
ク
体
制
を
確
立
す
る
た

め
、
最
低
制
限
価
格
算
出
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
整
理
を
図
る
と
と
も

に
、
今
回
の
よ
う
な
ミ
ス
が
二

度
と
起
こ
ら
な
い
体
制
を
つ
く

る
。

高
木

久
彦

中
核
的
病
院
整
備
に
つ

い
て
は
、
公
的
３
病
院
で
の
統

合
協
議
が
な
さ
れ
る
も
の
と
理

解
し
て
い
た
が
、
３
月
議
会
で

の
答
弁
や
新
聞
報
道
に
よ
れ

ば
、社
会
保
険
浦
之
崎
病
院
は
、

枠
組
み
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
が
。

市
長
・
政
策
経
営
部
長

浦
之
崎
病
院
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
険
庁
改
革
関
連
法
案
の

国
会
審
議
の
関
係
で
、
譲
渡
が

先
行
き
不
透
明
の
状
態
で
あ

る
。
現
段
階
で
枠
組
み
に
入
れ

る
の
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
、

当
面
２
病
院
で
の
統
合
を
先
行

さ
せ
た
い
。

浦
之
崎
病
院
に
つ
い
て

今
後
の
市
の
対
応
は
。

市
長

浦
之
崎
病
院
は
、
本
市
西
部

地
区
や
北
松
地
区
医
療
圏
で
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
も
ら
っ
て

く
ら
し
の
安
全

に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

公
的
３
病
院
の

統
合
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

★市議会会議録は、市役所１階の市民情報コーナーで閲覧が、市民図書館で閲覧と貸出ができます。
平成15年度以降の分は、市のＨＰで検索することができます。

市
街
地
と
周
辺
を

結
ぶ
愛
の
り
タ
ク

シ
ー
を

質
問 廃

食
油
を
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に

建
設
事
業
へ
の
発
注
・

入
札
制
度
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問
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質

問

も
い
い
の
で
は
と
も
考
え
て

い
る
が
回
数
等
も
含
め
こ
れ

ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
検
討

し
た
い
。

③
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
は
な

い
。
対
象
者
は
も
っ
と
積
極

的
に
申
し
込
ん
で
ほ
し
い
。

④
や
る
気
や
技
術
向
上
に
も
つ

な
が
り
、
効
果
も
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
見
直
し
等
も
含

め
制
度
の
充
実
を
図
り
た

い
。

入
札
に
お
い
て
、
参
加

し
た
５
社
の
う
ち
３
社
が
最
低

制
限
価
格
以
下
で
失
格
と
な
っ

て
い
る
が
、
最
低
制
限
価
格
の

設
定
は
適
切
だ
っ
た
の
か
。

教
育
部
長

今
回
の
最
低
制
限
価
格
設
定

は
、
市
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
財
務

規
則
に
そ
っ
て
設
定
さ
れ
た
も

の
だ
が
、
今
回
の
件
も
教
訓
に

し
な
が
ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を

見
直
し
た
い
。

笠
原

義
久

第
４
工
業
用
水
道
事
業

に
よ
っ
て
生
じ
る
起
債
の
市
財

政
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

政
策
経
営
部
長

現
在
の
実
質
公
債
費
比
率
が

ピ
ー
ク
時
２
％
の
ア
ッ
プ
と
想

定
さ
れ
る
。財
政
計
画
に
則
り
、

市
の
ハ
ー
ド
事
業
の
厳
選
化
が

求
め
ら
れ
て
く
る
。

今
後
の
起
債
償
還
の
め

ど
は
。

政
策
経
営
部
長

サ
ム
コ
の
法
人
、
市
民
税
等

で
年
５
億
ほ
ど
の
増
収
が
見
込

ま
れ
、
年
３
億
の
起
債
償
還
を

続
け
て
も
、
単
年
度
で
約
２
憶

の
余
剰
金
が
生
じ
る
。
こ
の
財

源
は
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立

て
た
り
、
市
民
生
活
に
必
要
な

事
業
に
も
使
う
こ
と
が
で
き

る
。

町
づ
く
り
三
法
の
改
正

に
伴
い
市
の
都
市
計
画
を
見
直

す
考
え
は
な
い
か
。

建
設
部
長

約
１
１
０
０
０
ha
を
都
市
計

画
の
対
象
と
し
、
用
途
地
域
を

定
め
て
い
る
。
将
来
を
予
測
し

な
が
ら
市
街
地
形
成
の
方
向
性

を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
用
途
地
域
の
変
更
は
あ
っ

て
も
、見
直
し
の
考
え
は
な
い
。

都
市
計
画
審
議
会
で
は
単
な
る

土
地
利
用
だ
け
で
は
、
変
更
困

難
で
目
的
の
確
固
た
る
理
念
が

必
要
で
あ
る
。

伊
万
里
市
は
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
ー
構
想
に
取
り
組
む

考
え
は
な
い
か
。

市
長

市
街
地
の
捉
え
方
が
違
う
。

都
市
基
盤
整
備
が
進
み
、
市
街

地
が
形
成
さ
れ
た
都
市
が
該
当

す
る
の
で
あ
っ
て
、
伊
万
里
市

に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

子
育
て
支
援

の
充
実
策

第
４
工
業
用
水
道

事
業
に
つ
い
て

い
る
。
今
後
存
続
の
可
能
性
も

あ
る
こ
と
や
民
間
へ
の
売
却
も

危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
譲
渡
申
請
を
取
下
げ
る
考

え
は
な
い
。

本
市
で
は
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
が
行
わ
れ
、
多
数
の
来
客
が

予
想
さ
れ
る
。
全
国
へ
本
市
を

Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る

と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

教
育
部
長

役
員
・
選
手
を
含
め
約
８
千

人
の
来
客
を
見
込
ん
で
い
る
。

ホ
テ
ル
に
は
観
光
パ
ン
フ
や
物

産
品
の
注
文
書
を
置
き
、
伊
万

里
駅
及
び
国
見
台
に
は
案
内
所

や
物
産
販
売
所
を
設
け
、
観
光

地
の
案
内
ビ
デ
オ
を
放
映
す
る

な
ど
万
全
の
対
応
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

教
育
長

観
光
案
内
や
物
品
販
売
の
み

な
ら
ず
、
温
か
い
も
て
な
し
の

心
で
応
待
し
、
伊
万
里
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
に
心

が
け
た
い
。

浜
野

義
則

価
値
観
の
多
様
化
等
に

よ
り
市
民
の
要
求
が
、
多
様

化
・
複
雑
化
・
専
門
化
・
高
度

化
し
て
い
く
中
で
、
自
治
体
職

員
の
意
識
改
革
や
人
材
育
成
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
伊
万
里
市

で
も
人
材
育
成
を
導
入
し
て
４

年
が
経
過
し
た
が
、

①
実
績
と
評
価
は

②
対
象
者
の
範
囲
や
行
使
回
数

を
広
げ
た
ほ
う
が
よ
く
な
い

か
。

③
Ｆ
Ａ
制
度
利
用
者
が
不
利
益

な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と

は
？

④
Ｆ
Ａ
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い

く
た
め
に
今
後
の
考
え
は
。

市
長

総
務
部
長

①
こ
れ
ま
で
４
年
間
で
40
名
が

移
動
し
て
い
る
（
申
込
者
68

人
）
が
、
移
動
先
で
の
評
価

は
71
％
が
良
好
と
い
う
こ
と

か
ら
見
て
、
一
定
の
効
果
が

出
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

②
係
長
ま
で
は
範
囲
を
広
げ
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

人
事
Ｆ
Ａ
制
度

に
つ
い
て

質
問

質
問

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

ー
構
想
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

国
見
中
体
育
館
に

つ
い
て

答
弁

質
問

高
校
総
体
来
客
者
へ
の

本
市
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て



9

一

般

質

問

か
ら
は
健
保
の
本
人
２
割
負
担

が
就
学
前
ま
で
に
拡
大
さ
れ

る
。
充
実
し
や
す
い
状
況
も
生

ま
れ
て
い
る
が
。

市
長

や
り
た
い
施
策
だ
が
、今
後
、

県
と
一
緒
に
な
っ
て
推
移
を
み

な
が
ら
頑
張
っ
て
ゆ
き
た
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
塚
部

市
政
を
評
価
す
る
と
答
え
た
方

も
含
め
て
79
％
が
減
額
す
べ
き

と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、
厳
し

い
財
政
状
況
を
反
映
し
て
見
直

し
が
大
き
な
流
れ
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
が
。

市
長

痛
み
を
分
か
ち
合
い
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
あ
る
。
い
ろ
い

ろ
な
ご
意
見
も
あ
る
し
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
痛
み
も
あ
る
。

総
合
的
に
判
断
し
、
今
後
、
私

も
熟
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。 市

長
退
職
金
に

つ
い
て

な
ど
の
活
動
拠
点
と
し
て
懸
案

事
項
で
あ
っ
た
が
。

政
策
経
営
部
長
・
市
民

部
長「

頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
制
度
に
よ
り
、
電
算

セ
ン
タ
ー
跡
へ
の
整
備
を
検
討

中
。
同
所
へ
の
移
転
を
考
え
て

い
た
「
ぽ
っ
ぽ
」
は
ひ
ま
わ
り

園
跡
に
予
定
。

①
開
館
後
12
年
が
経

ち
、
不
具
合
が
生
じ
て
い
る
箇

所
が
散
見
さ
れ
る
。「
予
防
保

全
」
の
た
め
に
も
、
早
め
の
手

当
て
を
。
②
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

は
、
３
ヶ
月
健
診
時
に
絵
本
２

冊
等
と
バ
ッ
ク
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
て
い
た
が
、
枠
配
分
予
算

の
中
で
、
今
年
度
は
絵
本
１
冊

と
な
り
残
念
で
あ
る
。

教
育
部
長
・
市
長

①
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
は

あ
る
が
、
利
用
者
に
不
便
を
掛

け
な
い
よ
う
に
目
配
り
し
て
い

き
た
い
。
②
新
た
に
提
唱
し
た

「
家
読
」
は
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

の
延
長
線
上
に
あ
り
、
子
育
て

応
援
基
金
な
ど
の
活
用
に
よ
り

充
実
を
図
り
た
い
。

盛

泰
子

「
非
日
常
」
の
事
態
が

起
こ
っ
た
時
に
、
住
民
投
票
が

出
来
る
よ
う
に
常
設
型
住
民
投

票
条
例
を
制
定
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。市

長

「
も
の
、
と
き
、
場
合
」
に

よ
っ
て
は
必
要
な
制
度
だ
と
思

う
が
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

研
究
は
し
て
み
る
。

業
務
上
の
法
令
違
反
な

ど
を
通
報
し
た
人
を
保
護
す
る

制
度
が
法
制
化
さ
れ
た
が
、
市

の
取
り
組
み
は
。

総
務
部
長

職
員
の
法
令
順
守
意
識
の
た

め
に
有
効
な
制
度
で
あ
り
、
今

年
度
中
に
内
部
規
定
な
ど
を
整

備
す
る
。ま

ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

船
津

賢
次

生
活
保
護
基
準
以
下
の

世
帯
に
も
高
い
介
護
保
険
料
が

課
さ
れ
て
い
る
。
低
所
得
者
に

対
し
て
の
減
免
制
度
が
必
要
で

は
な
い
か
。

市
長

第
４
期
介
護
保
険
事
業
の
策

定
作
業
の
中
で
生
活
困
窮
者
に

対
す
る
減
免
の
問
題
も
ぜ
ひ
議

論
を
し
、研
究
し
て
ゆ
き
た
い
。

就
学
前
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
は
県
内
10
市
の
中
で
伊

万
里
市
が
一
番
お
く
れ
て
い

る
。
19
年
度
予
算
で
み
る
と
、

対
象
児
童
一
人
当
た
り
最
高
が

嬉
野
市
の
６
万
１
３
５
円
、
伊

万
里
市
は
７
６
８
円
だ
。
各
自

治
体
が
子
育
て
支
援
の
中
心
と

し
て
充
実
を
競
っ
て
い
る
。
県

も
６
月
議
会
に
入
院
の
半
額
補

助
を
提
案
し
て
い
る
。
来
年
度

常
設
型
住
民
投

票
条
例

質
問

答
弁

答
弁

介
護
保
険
料
の

軽
減
制
度
を

公
益
通
報
者
保
護

制
度

質
問

答
弁

市
民
図
書
館
の

状
況

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
を

市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー

質
問

答
弁

松
永

孝
三

指
名
競
争
入
札
か
ら
随

意
契
約
に
変
更
し
た
経
緯
。

建
設
部
長
･
政
策
経
営

部
長下

水
道
の
導
入
に
伴
っ
て
業

務
が
減
る
。
既
存
の
浄
化
槽
管

理
業
者
の
経
営
安
定
を
図
る

「
特
別
法
」
に
基
づ
く
措
置
。

下
水
道
の
整
備
に
伴
う

業
者
に
対
す
る
「
合
特
法
」
に

基
づ
く
本
市
の
措
置
。

建
設
部
長
・
政
策
経
営

部
長「

合
特
法
」
に
基
づ
き
代
替

業
務
と
し
て
、
本
市
は
８
８
年

以
来
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維
持

管
理
業
務
を
提
供
し
て
い
る
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
維
持
管

理
を
１
億
円
前
後
で
、
地
元

２
社
に
随
契
で
発
注
し
て
い

る
。

建
設
部
長
・
政
策
経
営

部
長下

水
道
の
エ
リ
ア
の
拡
大
で

市
営
公
共
施
設
の
浄
化
槽

業
務
の
契
約
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問
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質

問

汲
み
取
り
や
浄
化
槽
の
管
理
清

掃
業
務
が
減
る
。
「
合
特
法
」

が
あ
る
限
り
、
浄
化
セ
ン
タ
ー

管
理
業
務
を
提
供
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

今
後
「
合
特
法
」
に
基

づ
き
、
ど
の
よ
う
に
対
応
。

政
策
経
営
部
長

随
契
へ
の
移
行
は
、
あ
く
ま

で
も
暫
定
措
置
で
、
今
年
度
中

に
、
公
共
下
水
道
が
既
存
業
者

に
与
え
た
影
響
を
分
析
し
、
そ

れ
を
基
に
し
て
合
理
化
計
画
案

を
策
定
。
来
年
度
以
降
、
同
計

画
案
に
基
づ
い
て
、
契
約
方
式

を
決
め
る
。

こ
れ
ま
で
の
質
問
に
対

し
て
総
括
的
な
市
長
の
見
解

を
。

答
弁

市
長

「
合
特
法
」
の
持
つ
経
緯
は
、

説
明
の
通
り
で
、
既
存
業
者
の

救
済
措
置
を
考
慮
し
な
が
ら
、

新
規
業
者
の
入
札
参
入
も
考
慮

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
合

理
化
計
画
案
を
策
定
し
、
今
後

は
契
約
方
法
も
検
討
し
て
い

く
。

質
問

答
弁

答
弁

質
問

松
尾

雅
宏

戦
後
農
政
の
大
転
換
と

言
わ
れ
る
本
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
高
齢
化
と
環
境
を
考
え

る
中
で
重
要
な
事
業
と
思
う
が

参
加
地
域
が
少
な
か
っ
た
の
は

何
故
か
。産

業
部
長

１
月
か
ら
説
明
を
行
っ
た

が
、
要
件
に
地
域
ぐ
る
み
で
行

う
と
か
、
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
い

（
煩
雑
な
申
請
書
を
作
成
す
る
）

と
か
組
織
体
制
が
整
な
わ
ず
47

地
域
と
な
っ
た
。

こ
の
事
業
は
19
年
に
参

加
し
な
い
と
五
年
間
途
中
参
加

は
出
来
な
い
の
で
、
県
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
８
月
ま
で
受

け
付
け
可
と
、
聞
い
た
が
伊
万

里
市
は
。産

業
部
長

途
中
参
加
に
つ
い
て
国
に
問

い
合
わ
せ
と
こ
ろ
、
次
年
度
か

ら
参
加
可
能
に
見
直
し
た
と
の

事
で
あ
っ
た
の
で
、
本
年
は
47

地
区
と
す
る
。
し
か
し
議
員
の

質
問
で
あ
っ
た
申
請
準
備
が
す

ぐ
出
来
る
地
域
は
本
年
追
加
受

付
を
す
る
。

品
目
横
断
に
市
は
ど
の

様
に
関
わ
り
る
か
。
又
、
法
人

化
に
向
け
て
市
の
出
番
と
思
う

が
。

産
業
部
長

市
に
事
務
局
を
持
つ
担
い
手

育
成
協
議
会
で
Ｊ
Ａ
と
共
に
法

人
化
に
向
け
て
準
備
を
行
う
。

環
境
に
や
さ
し
い
農
業

生
産
活
動
へ
の
取
り
組
み
は
。

産
業
部
長

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
様
だ
が
Ｊ

Ａ
及
び
地
域
農
家
と
十
分
協
議

を
行
い
、
20
年
よ
り
取
り
組
み

た
い
と
思
う
。

農
振
地
除
外
が
地
権
者

も
知
ら
な
い
内
に
な
さ
れ
て
い

た
。

産
業
部
長

平
成
13
年
に
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
で
策
定
さ
れ
た
が
農

業
者
毎
に
通
知
は
せ
ず
、
告
示

で
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。

農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
及
び
品
目

横
断
対
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

草
野

譲

３
つ
の
公
的
病
院
の
統

合
と
い
う
が
果
た
し
て
浦
之
崎

病
院
と
も
同
時
進
行
し
た
形
で

統
合
が
出
来
る
の
か
。

市
長

浦
之
崎
病
院
と
も
同
時
進
行

し
た
統
合
が
望
ま
し
い
が
今
国

会
で
の
社
会
保
険
庁
の
改
革
案

の
結
審
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。先
ず
は
２
病
院
で
進
め
、

平
成
21
年
４
月
の
開
院
を
目
指

し
た
い
。今

回
有
田
町
の
共
立
病

院
と
の
統
合
の
申
し
入
れ
で
あ

る
が
、
あ
ま
り
に
も
有
田
町
側

に
配
慮
し
す
ぎ
た
分
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
又
、
最
終
的
な

判
断
を
有
田
側
に
一
任
す
る
と

い
う
事
も
お
か
し
い
。

市
長

今
回
統
合
の
申
入
れ
を
行
い

協
議
を
進
め
て
行
く
が
、
伊
万

里
の
地
に
建
設
す
る
と
な
れ
ば

こ
の
話
は
白
紙
だ
と
の
事
で
あ

り
、
ベ
ッ
ト
数
の
問
題
と
か
、

市
民
病
院
の
赤
字
の
問
題
と

か
、
有
田
地
区
に
は
民
間
病
院

が
少
な
い
等
の
こ
と
を
考
慮
し

な
が
ら
進
め
て
行
く
。
い
ず
れ

に
し
て
も
市
民
の
ご
理
解
を
賜

り
た
い
。西

有
田
に
建
設
す
る
の

に
反
対
で
あ
る
。
理
由
は
公
共

下
水
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。
共
立
病
院
も
合
併

浄
化
槽
で
あ
り
、
病
院
内
の

様
々
な
生
活
雑
排
水
や
手
術
後

の
洗
浄
水
も
含
め
浄
化
槽
を
通

り
、
そ
の
水
は
有
田
川
に
流
さ

れ
て
い
る
。
い
く
ら
浄
化
さ
れ

た
水
と
は
い
え
有
田
川
に
流
さ

れ
た
水
を
我
々
は
下
流
で
も
っ

て
汲
み
上
げ
、
飲
み
水
と
し
て

使
用
し
て
い
る
。
環
境
問
題
と

し
て
考
え
て
も
新
病
院
建
設
地

は
下
水
道
等
、
社
会
資
本
の
整

備
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
た
地
域

で
な
い
と
新
病
院
の
建
設
を
す

べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。

市
長

そ
れ
ら
の
事
も
第
３
者
機
構

を
立
ち
上
げ
き
ち
ん
と
審
議
を

す
る
。

３
つ
の
公
的
病
院

の
統
合
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問



樋
渡

雅
純

視
覚
障
が
い
者
の
方
の

活
字
文
書
、
生
活
情
報
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
大
変
困
難
。
公
的
窓

口
へ
、
こ
の
装
置
を
早
期
に
積

極
的
な
導
入
を
す
べ
き
で
は
。

市
民
部
長

国
、
県
よ
り
上
限
１
０
０
万

円
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。
９

月
の
補
正
で
、
機
械
８
台
と

☆★「
Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド
」
ソ
フ
ト
を

購
入
し
た
い
。
設
置
場
所
に
つ

い
て
は
福
祉
課
な
ど
の
窓
口

や
、
市
民
図
書
館
、
市
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
今
後
協
議
し
た
い
。

今
後
、
便
利
の
良
い
交

通
体
系
を
目
指
す
た
め
に
、
市

民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
を
把
握

で
き
る
、
利
用
実
態
調
査
の
実

施
と
本
格
的
な
研
究
を
。

市
長
・
産
業
部
長

全
体
的
な
情
報
調
査
を
年
内
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般

質

問

高
齢
社
会
化
で
の
交

通
手
段

前
田
儀
三
郎

伊
万
里
産
・
佐
賀
牛
が

ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
中
、
県
外
産

に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
と
思

う
が
、
伊
万
里
市
と
し
て
の
今

後
の
対
応
は
。

産
業
部
長

約
25
％
位
が
県
内
産
で
、
他

を
県
外
産
に
頼
っ
て
い
る
。
ま

た
、
伊
万
里
市
高
齢
者
等
肉
牛

飼
育
モ
デ
ル
事
業
で
現
在
９
頭

を
貸
し
付
け
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
今
後
は
佐
賀
県
経
済

連
等
で
増
頭
計
画
が
あ
る
の
で

対
応
し
て
行
く
考
え
で
あ
る
。

市
長

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
燃
料
等

の
開
発
で
、
畜
産
農
家
が
経
営

的
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
の
が

現
状
で
あ
る
、
ま
た
肥
育
農
家

は
牛
の
血
統
と
か
、
好
み
で
そ

れ
ぞ
れ
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
は
協
議
を
重
ね
て
検
討
し

た
い
。

伊
万
里
湾
沿
岸
部
に
大

型
企
業
が
進
出
し
操
業
し
て
い

る
。
常
備
消
防
の
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
、
20
年
４
月
よ
り
、

福
島
分
署
が
松
浦
地
区
消
防
組

合
に
移
管
さ
れ
る
が
、
伊
万
里

市
西
・
北
部
地
区
の
消
防
行
政

は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の

か
。

消
防
長

福
島
分
署
に
つ
い
て
は
「
相

互
応
援
協
定
」
に
つ
い
て
、
今

協
議
を
行
っ
て
お
り
、
19
年
度

中
に
は
合
意
す
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
企
業
・
工
場
に
対
し

て
は
消
防
法
の
適
応
で
随
時
指

導
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

市
長

広
域
消
防
の
計
画
が
進
め
ら

れ
て
い
る
、
先
ず
は
佐
賀
県
内

で
取
り
組
み
、
そ
の
後
は
県
境

を
越
え
た
枠
で
進
む
も
の
と
考

え
て
い
る
。
伊
万
里
市
西
・
北

部
の
消
防
行
政
に
つ
い
て
は
今

後
協
議
を
行
い
、
対
応
し
て
行

き
た
い
。

繁
殖
牛
拡
大
支
援

事
業
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

松
尾

博
幸

公
民
館
は
地
域
に
密
着

し
た
学
習
活
動
や
、
地
域
づ
く

り
活
動
の
場
と
し
て
、
ま
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し

て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設

で
あ
る
。
何
故
、
宿
日
直
を
廃

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
か
。
宿
日
直
業
務
見
直
し
に

至
る
背
景
は
な
に
か
。
又
、
他

市
の
状
況
は
。

教
育
部
長

自
主
財
源
に
乏
し
い
本
市
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
厳
し
い
財

政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
向
け
た
財
源
を
確
保
す
る

為
、
歳
出
の
削
減
に
努
め
て
い

る
。
そ
の
一
環
と
し
て
公
民
館

の
宿
日
直
業
務
の
見
直
し
を
実

施
し
た
。
県
内
各
市
の
状
況
を

見
る
と
、
当
市
の
よ
う
に
年
間

通
し
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
な
い
。宿

日
直
業
務
の
見
直
し

の
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

教
育
部
長

国
民
の
祝
日
及
び
年
末
年
始

の
20
日
間
を
休
館
日
と
し
、
終

日
閉
館
す
る
。
牧
島
、
波
多
津
、

大
川
公
民
館
に
つ
い
て
は
宿
日

直
業
務
を
廃
止
し
、
終
日
機
械

警
備
に
す
る
。
残
り
10
館
は
、

日
直
業
務
の
み
。
宿
日
直
業
務

は
廃
止
し
、
平
日
は
機
械
警
備

す
る
。

各
町
へ
の
説
明
、
市
民

へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

た
の
か
。
緊
急
時
の
対
応
は
。

教
育
部
長

各
町
区
長
会
、
消
防
分
団
会

議
で
説
明
を
し
た
。
市
民
へ
の

周
知
は
、
広
報
い
ま
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し

た
。

消
防
長

緊
急
事
態
が
発
生
し
た
地
域

の
、
公
民
館
サ
イ
レ
ン
を
、
消

防
本
部
か
ら
遠
隔
操
作
で
鳴
ら

す
。

今
後
の
廃
止
計
画
に
つ

い
て
。

教
育
部
長

３
年
を
目
安
に
廃
止
の
方
向

に
。

公
民
館
の
宿
日
直
員

制
度
廃
止
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

活
字
文
書
読
み

上
げ
装
置

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問 消

防
行
政
に

つ
い
て

答
弁

★ＳＰコード：文字情報を内包した二次元コードの一種で、専用の読取装置をあてると音声で文字情報を
読み上げる。
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一
般
質
問
・
編
集
後
記
な
ど

改
選
後
、
新
し
い
構
成
で

の
議
会
活
動
も
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
編
集
メ
ン
バ
ー
も

入
れ
替
わ
り
〝
読
み
や
す

く
、
わ
か
り
や
す
い
議
会
だ

よ
り
〞
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ペ
ー
ジ
数
の
制
限
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
各
種
委
員
会

報
告
な
ど
の
充
実
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◎
樋
渡
雅
純

○
山
崎
秀
明

松
尾
雅
宏

多
久
島
繁

前
田
久
年

渡
邊
英
洋

顧
問

占
野
秀
男
、
盛
泰
子

発
行伊

万
里
市
議
会

伊
万
里
市
立
花
町
一
三
五
五
―
一

3
０
９
５
５
―
２
３
―
２
１
１
１

5
０
９
５
５
―
２
２
―
１
２
７
７

E-m
ail:gikai@

city.im
ari.lg.jp

編
集市

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷

山
口
印
刷
株
式
会
社

に
実
施
し
、
集
計
、
分
析
を
行

い
全
体
の
見
直
し
を
図
る
。
県

と
の
協
議
も
合
わ
せ
て
行
い
、

先
進
事
例
も
調
査
し
な
が
ら
、

伊
万
里
市
で
で
き
る
交
通
シ
ス

テ
ム
を
研
究
し
て
い
く
。

夕
張
市
の
破
た
ん
を
機

に
、
前
段
階
で
財
政
の
健
全
化

を
図
る
た
め
に
、
４
つ
の
指
標

を
示
す
方
向
に
あ
る
。
一
般
、

特
別
、
企
業
の
全
会
計
を
連
結

し
た
財
務
諸
表
の
公
表
を
。

政
策
経
営
部
長

指
標
の
一
つ
で
あ
る
、
実
質

公
債
費
比
率
も
19
％
か
ら
Ｈ
26

年
最
大
23
％
へ
と
Ｕ
Ｐ
が
予
測

さ
れ
る
。
財
政
健
全
化
計
画
を

実
施
中
で
あ
る
が
、
特
別
、
企

業
会
計
に
お
い
て
は
十
分
な
チ

ェ
ッ
ク
も
で
き
て
い
な
い
。
方

法
論
を
明
確
に
し
、
全
体
の
財

政
状
況
を
示
す
連
結
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
な
ど
、
平
成
21
年
の
早

い
段
階
で
示
し
て
い
き
た
い
。

答
弁

質
問 ４

つ
の
財
政
指
標

★〈コストアピール〉この議会だよりは、１部当たり約11円（印刷費）で作成しています。

月 来訪議会名 人数 視 察 項 目

宮城黒川地方町村議会
８

議会運営･議会改革、行政改革、伊万里

７
議長会 サステイナブル知的特区

福島県大熊町議会 ７ 伊万里はちがめプラン 委

北海道岩見沢市議会 15 学校給食センター、食のまちづくり推進計画 委

８ 愛知県蟹江町議会 ５ ＰＦＩを活用した学校給食センター整備 会

９
富山県砺波市議会 ４ 畑の中のレストラン、市民参加での図書館づくり 会

大分県豊後高田市議会 10 畑の中のレストラン 委

10
青森県弘前市議会 ８ さわやか市政 委

岐阜県議会 12 大川内鍋島藩窯跡など 委

愛知県一宮市議会 ９ 市民図書館 会

宮城県気仙沼市議会 10 西九州自動車道の整備状況 委

熊本県合志市議会 10 議会運営、議会改革 委

11 鹿児島県出水市議会 10 議会運営、議会改革 委

埼玉県坂戸市議会 ７ 伊万里駅周辺活性化事業 会

栃木県矢板市議会 ５ 学校給食センター 会

新潟県南魚沼市議会 11 財政健全化計画、子育て応援基金 会

茨城県常陸太田市議会 ７ 企業誘致取り組み、中心市街地活性化基本計画 委

行政視察受け入れの状況（平成18年７月～12月）

意
見
書

●「
教
育
予
算
の
拡
充
」
を

求
め
る
意
見
書

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
、

義
務
教
育
費
に
か
か
る
予
算
確
保
を
要

望
す
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

（
本
文
は
、
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
）

※ 「委」は委員会、「会」は会派での視察を意味します。

伊万里市選挙管理委員及び同補充員

委 員

前田 ヌイ、中島 雄、宝藏寺伸義、帆足 満生

補 充 員

永益 克子、岩永 孝雄、金子 照夫、吉富 紀子


